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1) 承認期間が終了する動物実験計画、次年度も継続して実施する動物実験計画のどちらの場合も、動物実験

結果報告書（別記様式3）を提出してください。2021年2月の、最新の様式をご使用ください。年度末までに

終了した場合は「3. 実験の結果」チェック欄右側の「終了」に、継続中の場合は「継続中」にチェックを入

れてください。 

 

2) 「3. 実験の結果」チェック欄左側の3つのうち、いずれかにチェックを入れてください。「計画どおり実

施」は、承認計画を実行に移した場合を指します。たとえば、動物飼育を開始したものの、必要な遺伝子

型、性別、動物数などが確保できずに研究計画どおりに進んでいない場合でも、承認計画を実施していたこ

とになるので、これに該当します。変更届を提出していた場合は、「一部変更して実施」としてください。 

 

3) 「3. 実験の結果」実験結果の概要を記載してください。未実施、あるいは中止であった場合は、動物を

一切使用（飼育を含む）しなかったのか、動物を飼育していたが他の承認計画のためだけに使用して、当該

承認計画のための実験を実施しなかったのかを記載してください。 

 

4) 「 4. 使用動物」では、動物種と総使用動物数（出生後または孵化後の動物数）を記載してください。系

統の詳細や性別は省略しても構いません。繁殖を伴う実験であった場合、交配に用いた動物数と、生産した

動物数（概数）を合計して記載してください。使用動物数が100を超える場合、10の位の四捨五入でお願いし

ます。 

 

5) 「5. 成果」には、論文、図書、特許や学会発表などについて記載してください。投稿中、申請中、発表

予定についての記載でも構いません。学生実習の場合は、教育において当該実習が果たした役割について簡

潔に記載してください。 

 

6) 研究内容の秘密保持の必要がある場合、「3. 実験の結果」や「5. 成果」では、その旨を記載したうえ

で、書ける範囲でお願いします。 

 

7)  「6. 特記事項」にある、3Rsの原則に関する質問に答えてください。□にチェックをつけ、「問題があ

った」、または「該当なし」の場合は、必ず理由を記載してください。 

「適正だった」場合も、判断理由を簡潔に記載してください。 

 

8) 「6. 特記事項」にある、「安全管理上注意を要する動物実験等」とは、動物実験計画書の中の「特殊実

験区分」のことを指します。それらの特殊実験と、実験従事者の安全についての自己点検を行い、記入して

ください。 

 

9) 「３．実験の結果」で「終了」にチェックを入れた場合、「6. 特記事項」にある、計画終了後の動物

（生体）の残存についての質問に答えてください。「有」にチェックをつけた場合は、その理由についての

チェックや、必要があれば説明文の記載をお願いします。「他の承認済み動物実験計画で継続使用する」場

合は、必ず承認番号を記載してください。 

 

10) 動物の飼育も「動物実験（教育・研究目的での動物の使用）」であることに注意してください。動物の

使用を終了する場合は、安楽死処置後の処分、生体の譲渡あるいはリリースなど、動物種とその使用状況に

応じた適切な方法で、動物生体の残存がない状態としてください。飼育を継続する場合は、次年度動物実験

計画の申請をお願いします。 

 

11) 動物実験責任者が異動、卒業、退職などで既に本学を離れている場合は、動物実験従事者や所属研究室

の責任者が本人と連絡を取り、必ず提出させるようにしてください。また、上記10の対応を必ずお願いいた

します。 

 

問い合わせ先（メールにてお問い合わせください） 

市瀬 広武 (h-ichise@med.u-ryukyu.ac.jp) 


